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疑似相関を見破る
説明；疑似相関について（＝三原則の第三条件：他の条件の同一性）

グループワーク

【注意：実際の調査ではありません。例題のための架空の結果です。】
多くのアルバイトを経験している（原因）と内定時期が早いという仮説のもと、システム学科の4年生全員に以下のことを調査した。

就職

内定時期
アルバイト
経験年数
変更回数
　長い期間アルバイトをしているほど、そしてたくさんのアルバイトを経験しているほど内定時期が早いという結果を得た。そのため、アルバイトを豊富に経験すること（経験年数が長い・または多くのアルバイトを経験している）で、就職活動に必要な知識（職種・業種に関する知識）を得るため（原因）、内定時期が早まる（結果）という結論を下した。
グループワーク課題：この結論について、三原則を満たされているかチェックしよう。またもし満たされていないとしたら、どうしたら満たされるようになるか、苅谷（1996：138－145）を参考に、改善提案をしよう。
